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コーナー 頁 掲 載 事 項 執筆者・担当課 

１ 
ありがとう！ 開所４０周年 

～開所40周年記念式典を終えて～ 

県立 
青少年研修センター

２ 鹿児島県図書館大会 県立図書館 

３ インフルエンザの予防と対策について 保健体育課 

４ 平成22年度優秀教職員表彰 教職員課 

かごしま教育ＮＯＷ 

５ 
地域が育む「かごしまの教育」県民週間 

～平成22年度の取組②教育委員会･学校編～ 
総務福利課 

挑戦！我が校の教育 ７ 
出会い･ふれあい･認め合い･つながる仲間 
自分やみんなを大切にする子どもの育成をめざして 
～参加･体験的な学習と認め合う学級づくりを通して～ 

肝付町立国見小学校

人権同和教育情報 ８ 文化財から学ぶ 文化財課 

本年度の重

点課題情報 

いじめの解消

を目指して 
ネット上のいじめ問題への具体的な対応 義務教育課 

教職員 

＆校長の声 
若いこだま 

９ 

感動を共に 
十島村立悪石島小学校 

教諭 上奥 剛 
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郷土の文化財 ６９ 10 
県指定文化財（平成２２年４月２３日指定） 

「御里窯跡出土品」 
文化財課 

情報の部屋 11 

○今月の「おすすめの本」コーナー 
県立図書館 

○今月の「お知らせ」 
県立図書館，県立奄美図書館，県立博物館，かご

しま県民大学中央センター，県立奄美少年自然の

家，上野原縄文の森 

各教育機関等 

仕事始め式で，年頭のあいさつをする原田教育長（１月４日）
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一 

開
所
40
年
の
あ
ゆ
み 

県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
県
の

明
治
百
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
昭

和
45
年
に
「
本
県
教
育
の
伝
統
を
生
か
し
、

青
少
年
の
徳
性
や
情
操
を
培
い
、
自
主
性

や
社
会
性
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
心
身
の
鍛

錬
を
図
り
、
も
っ
て
、
そ
の
健
全
育
成
に

寄
与
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
建
設
さ

れ
、
同
年
10
月
５
日
に
県
知
事
・
県
議
会

議
長
を
始
め
、
多
く
の
参
列
者
の
も
と
開

所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

当
セ
ン
タ
ー
は
、
鹿
児
島
市
宮
之
浦
町

（
旧
吉
田
町
）
の
標
高
３
８
０
メ
ー
ト
ル

の
高
台
に
あ
り
、
東
に
は
勇
壮
に
そ
び
え

る
桜
島
を
望
み
な
が
ら
、
南
に
は
錦
江
湾

や
開
聞
岳
、
南
西
に
は
金
峰
山
、
東
シ
ナ

海
な
ど
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
広
大
で
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
た
環
境
の
中
で
、
青
少
年
の
た
め
の

社
会
教
育
施
設
と
し
て
、
県
内
外
か
ら
広

く
利
用
者
が
訪
れ
て
お
り
、
平
成
18
年
１

月
に
は
研
修
延
人
員
３
０
０
万
人
を
突
破

し
ま
し
た
。
現
在
、
小
・
中
・
高
・
特
別

支
援
学
校
等
の
集
団
宿
泊
学
習
や
部
活
動

の
研
修
会
、
指
導
者
向
け
の
実
技
研
修
会
、

企
業
の
新
入
社
員
研
修
な
ど
、
県
民
の
利

用
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

二 

記
念
式
典
の
概
要 

平
成
22
年
11
月
20
日
に
、
当
セ
ン
タ

ー
講
堂
に
お
い
て
、
県
民
生
活
局
長
、
県

議
会
文
教
警
察
委
員
会
委
員
長
、
県
教
育

委
員
会
や
学
校
関
係
者
、
歴
代
所
長
な
ど

多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
記
念
式
典
を
盛
大

に
開
催
し
ま
し
た
。 

           
   

式
典
で
は
、

邉
所
長
が
、
開
所
時
の

教
育
理
念
を
今
後
と
も
胸
に
刻
ん
で
継
承

し
て
い
く
と
と
も
に
、
現
代
社
会
が
抱
え

る
ニ
ー
ズ
や
課
題
、
教
育
の
動
向
を
踏
ま

え
な
が
ら
セ
ン
タ
ー
の
使
命
と
役
割
を
し

っ
か
り
と
果
た
し
て
い
く
と
の
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。 

ま
た
、
原
田
県
教
育
長
は
、
県
内
の
青

少
年
社
会
教
育
施
設
の
中
核
施
設
、
「
セ

ン
タ
ー 

オ
ブ 

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
の

使
命
を
果
た
す
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し

ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
利
用
者
代
表
の
言
葉
と
し
て

伊
敷
台
小
学
校
６
年
の
宮
元
裕
都
君
が
、

「
当
セ
ン
タ
ー
の
主
催
事
業
に
参
加
し
て
、

今
ま
で
の
自
分
と
は
違
う
自
分
を
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
た
、
家
族
の
絆
を
さ
ら
に

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
、
利
用
し

て
学
ん
だ
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。 

最
後
に
40
周
年
を
振
り
返
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
視
聴
後
、
所
歌
を
斉
唱
し
て
記
念
式
典

を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

三 

主
催
事
業
の
紹
介 

当
セ
ン
タ
ー
に
は
、
学
校
等
の
集
団
宿

泊
学
習
等
の
受
入
指
導
事
業
と
当
セ
ン
タ

ー
が
主
催
し
て
行
う
主
催
事
業
等
が
あ
り

ま
す
。
主
催
事
業
等
で
は
、「
施
設
開
放
事

業
」「
家
族
・
グ
ル
ー
プ
で
楽
し
む
い
き
い

き
体
験
事
業
」
「
子
ど
も
育
成
事
業
」
「
指

導
者
育
成
事
業
」
「
受
入
促
進
事
業
」
「
連

携
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
特
に
「
子

ど
も
育
成
事
業
」
で
は
小
・
中
・
高
校
生
50

人
を
対
象
に
夏
と
冬
の
年
２
回
キ
ャ
ン
プ

を
行
っ
て
お
り
、
野
外
炊
事
や
遠
行
、
ク 

            ラ
フ
ト
活
動
な
ど
、
当
セ
ン
タ
ー
の
豊
か

な
自
然
を
活
用
し
た
体
験
活
動
を
実
践
し

て
い
ま
す
。 

当
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
と
も
、
広
く
県

民
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
、
そ
の
使
命
と
役

割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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開所４０周年  
～開所 40 周年記念式典を終えて～ 

                       県立青少年研修センター  
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念
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一

は
じ
め
に

去
る

月

日
（
水
）、
か
ご
し
ま
県
民

11

17

交
流
セ
ン
タ
ー
で
平
成

年
度
の
県
図
書

22

館
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

県
図
書
館
大
会
は
、
県
下
を
あ
げ
て
読

書
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
県
教
育
委
員

会
が
主
催
し
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す
。
今
回
は
、
公
共
図
書
館
や
学
校
図
書

館
の
関
係
者
を
中
心
に
、
７
２
０
名
と
い

う
例
年
を
大
き
く
上
回
る
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
２
０
１
０
年
が
国
民
読

書
年
と
い
う
こ
と
で
県
民
の
読
書
活
動
に

対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
背

景
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

二

大
会
の
様
子

今
回
の
大
会
テ
ー
マ
は
、「
見
つ
め
直
す
、

図
書
館
の
力
～
文
字
・
活
字
文
化
を
継
承

す
る
拠
点
と
し
て
～
」
と
し
ま
し
た
。
図

書
館
の
役
割
の
一
つ
に
、
文
字
・
活
字
文 【開会行事】

化
を
継
承
し
て
い
く
と
い
う
は
た
ら
き
が

あ
り
ま
す
。
言
葉
に
す
る
と
難
し
い
感
じ

に
な
り
ま
す
が
、「
図
書
館
の
力
を
見
つ
め

直
す
」
た
め
に
は
大
切
な
側
面
で
す
。

以
下
、
大
会
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

日
髙
孝
氏
（
枕
崎
市
教
委
）、
東
川
隆
太

郎
氏
（
か
ご
し
ま
探
検
の
会
）、
北
之
園
千

春
氏
（
奄
美
図
書
館
）
の
３
氏
を
パ
ネ
リ

ス
ト
に
討
議
、
質
疑
応
答
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

○
分
科
会

幼
稚
園

・
読
書
グ

ル
ー
プ
部

会
、
公
共

図
書
館
部

会
、
小
学

校
部
会
、

中
学
校
部

会
、
高
等

学
校
部
会
の
５
分
科
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
事

例
発
表
や
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

○
講
演

（
財
）
文
字
・
活
字
文
化
推
進
機
構
理

事
長
の
肥
田
美
代
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
図
書
館
の
さ
ら
な
る
充
実
を
求
め
て
」

と
題
す
る
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

肥
田
氏
は
、
童
話
作
家
で
す
が
、
元
国

会
議
員
と
し
て
も
「
子
ど
も
の
読
書
活
動

推
進
法
」
や
「
文
字
・
活
字
文
化
振
興
法
」

の
制
定
、「
国
民
読
書
年
国
会
決
議
」
の
採

択
な
ど
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

【パネルディスカッション】

こ
れ
ら

の
豊
富
な

経
験
に
基

づ
く
熱
の

こ
も
っ
た

お
話
に
、

参
加
者
は

み
な
感
銘

を
受
け
、

明
日
か
ら

の
読
書
活
動
推
進
に
希
望
と
意
欲
を
大
き

く
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
で
し
た
。

三

お
わ
り
に

平
成

年
は
、
国
民
読
書
年
、
図
書
館

22

法
施
行

周
年
、
鹿
児
島
県
に
お
け
る
親

60

子
読
書
運
動

周
年
な
ど
、
大
き
な
節
目

50

の
年
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
を
一
過
性

の
も
の
と
せ
ず
、
今
後
も
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

県
立
図
書
館
と
し
ま
し
て
も
、
各
市
町

村
図
書
館(

室)

や
学
校
図
書
館
と
手
を
取

り
合
い
、
図
書
館
の
充
実
と
読
書
活
動
推

進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
県
下
全
域
に
読

書
を
通
し
た
感
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

県
立
図
書
館

奉
仕
課
企
画
指
導
係

電
話
０
９
９(

２
２
４)

９
５
１
４ 【肥田美代子氏の講演】

かごしま教育ＮＯＷ ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

鹿児島県図書館大会

県立図書館
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一

は
じ
め
に

平
成

年
５
月
下
旬
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界

21

保
健
機
構
）
が
、
メ
キ
シ
コ
で
豚
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
疑
い
が
あ
る
死
者

や
患
者
が
多
数
出
た
こ
と
を
発
表
し
、
そ

の
後
、
５
月
中
旬
に
は
国
内
で
、
６
月
中

旬
に
は
鹿
児
島
県
内
で
初
の
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
１
Ｎ
１
）
患
者
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

各
学
校
に
お
い
て
は
、
夏
季
休
業
に
入

っ
た
７
月
下
旬
頃
か
ら
集
団
発
生
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
学
校
が
臨
時

休
業
（
学
級
閉
鎖
、
学
年
閉
鎖
、
休
校
）

を
行
い
ま
し
た
。
年
度
途
中
か
ら
、
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
対
応
で
よ
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
、
県
立
高
校
で
は
臨
時
休
業
の
経
験
が

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
対
応
に

苦
慮
す
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
う
が

い
や
手
洗
い
に
つ
い
て
、
指
導
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
学
校
を
訪
問
し
た
際
に
、
児

童
生
徒
に
手
洗
い
の
手
順
を
実
践
し
て
も

ら
う
と
、
石
け
ん
を
使
い
、
手
の
ひ
ら
の

み
な
ら
ず
、
指
と
指
の
間
や
爪
や
手
首
も

含
め
て
、
正
し
い
手
洗
い
の
方
法
を
習
得

し
て
い
ま
す
。
学
校
の
指
導
と
共
に
児
童

生
徒
自
身
も
そ
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識

し
、
実
践
し
た
結
果
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、

感
染
症
の
予
防
の
み
な
ら
ず
、
食
中
毒
の

予
防
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
平
成

年
21

度
、
学
校
給
食
に
お
け
る
食
中
毒
件
数
が

全
国
で
１
件
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
児
童

生
徒
の
実
践
が
自
ら
の
健
康
を
守
る
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。

二

予
防

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
次
の
こ
と
に
注
意
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

①

手
洗
い
・
う
が
い

手
洗
い
・
う
が
い
は
、
外
出
後
、
食

事
の
前
だ
け
で
な
く
、
可
能
な
限
り
頻

回
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ウ
イ
ル

ス
が
粘
膜
を
通
し
て
感
染
す
る
た
め
、

極
力
鼻
や
口
な
ど
を
触
ら
な
い
よ
う
努

め
ま
し
ょ
う
。

②

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

咳
や
く
し
ゃ
み
等
の
症
状
の
あ
る
人

は
マ
ス
ク
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
マ
ス
ク

が
な
い
と
き
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ハ
ン

カ
チ
で
口
と
鼻
を
押
さ
え
る
よ
う
に
し

ま
す
。

③

予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
前
に

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

た
だ
し
、
予
防
接
種
を
受
け
れ
ば
、
必

ず
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
か
っ

た
場
合
、
重
症
化
防
止
に
有
効
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

④

そ
の
他

換
気
を
行
う
こ
と
や
人
混
み
を
避
け

る
と
い
っ
た
こ
と
も
大
切
で
す
。ま
た
、

感
染
し
な
い
体
つ
く
り
の
た
め
に
、
規

則
正
し
い
生
活
（
栄
養
・
運
動
・
睡
眠
）

を
し
、
十
分
に
抵
抗
力
を
付
け
て
お
く

こ
と
も
大
切
で
す
。

三

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
と
思

っ
た
ら

度
以
上
の
発
熱
が
あ
り
、
咳
や
咽
頭

38
痛
等
の
急
性
呼
吸
器
症
状
を
伴
う
場
合
に

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
医
師

に
相
談
し
た
り
、
医
療
機
関
で
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

四

お
わ
り
に

平
成

年

月
に
、
出
水
市
で
死
亡
し

22

12

た
ツ
ル
か
ら
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス(

Ｈ
５
Ｎ
１)

の
遺
伝
子
が
検

出
さ
れ
ま
し
た
。
感
染
し
た
鳥
と
の
濃
密

な
接
触
等
の
特
殊
な
場
合
を
除
い
て
、
通

常
で
は
、
ヒ
ト
に
は
感
染
し
な
い
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
つ
強
毒
性

の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
ヒ
ト
の
間
で

流
行
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
１
Ｎ
１
）
の
流

行
に
よ
る
経
験
を
教
訓
に
し
て
、
正
し
い

情
報
の
も
と
に
、
冷
静
な
対
応
を
心
が
け

た
い
も
の
で
す
。

昨
年
、非
常
に
多
か
っ
た
臨
時
休
業
は
、

今
年
度
は
今
の
と
こ
ろ
少
な
い
状
況
で
す

が
、
し
ば
ら
く
は
流
行
す
る
時
期
で
す
の

で
、
引
き
続
き
、
学
校
の
み
な
ら
ず
、
家

庭
、地
域
等
で
予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
健
康

を
自
分
で
守
る
実
践
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
継
続
し
た
指
導
が
必
要
で
す
。

（
参
考
文
献
：
国
立
感
染
症
研
究
所
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
Ｑ
＆
Ａ
他
）
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インフルエンザの予防と対策について

保健体育課
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一 

県
優
秀
教
職
員
表
彰
の
概
要 

平
成
22
年
度
県
優
秀
教
職
員
表
彰

式
を
11
月
26
日
に
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
表
彰
は
、
学
校
教
育
の
成
果
が
、

教
職
員
の
熱
意
と
資
質
能
力
に
負
う
と

こ
ろ
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
か
ら
、
学

習
指
導
や
生
徒
指
導
、
学
校
保
健
、
特

別
支
援
教
育
、
部
活
動
指
導
な
ど
の
各

分
野
に
お
い
て
、
顕
著
な
実
績
の
あ
る

教
職
員
に
つ
い
て
、
そ
の
功
績
を
表
彰

し
、
あ
わ
せ
て
本
県
教
職
員
の
意
欲
及

び
資
質
能
力
の
向
上
に
役
立
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
平
成
20
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。 

本
年
度
は
、
左
の
表
に
掲
載
し
て
い

る
32
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。 

 

二 

県
教
育
委
員
と
の
意
見
交
換
会 

表
彰
式
終
了
後
、
被
表
彰
者
の
う
ち

12
人
の
方
々
と
教
育
委
員
と
の
意
見

交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

「
子
ど
も
の
能
力
を
ど
の
よ
う
に
し

て
引
き
出
す
か
。
」
「
道
徳
教
育
を
ど
の

よ
う
に
進
め
る
か
。
」
「
子
ど
も
と
向
き

合
う
時
間
を
ど
の
よ
う
に
し
て
生
み
出 

 
 

し
て
い
る
か
。
」
と
い

 
 

う
３
つ
の
テ
ー
マ
に

 
 

基
づ
き
、
日
ご
ろ
の

 
 

教
育
実
践
内
容
や
成

 
 

果
と
課
題
、
今
後
の

 
 

展
望
な
ど
に
つ
い
て

 
 

意
見
交
換
が
行
わ
れ

 
 

ま
し
た
。 

 

三 

教
職
員
の
指
導
力
向
上
に
向
け
て 

優
秀
教
職
員
は
、
こ
れ
ま
で
も
研
究

指
定
校
の
公
開
に
お
け
る
授
業
者
や
研

究
発
表
者
、
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の

研
究
協
力
員
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
各
人
の
実

践
を
個
人
レ
ベ
ル
に
と
ど
め
ず
、
学
校

及
び
市
町
村
、
地
区
ま
で
広
げ
、
県
下

す
べ
て
の
教
職
員
の
指
導
力
向
上
に
貢

献
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

県
教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
も
、
こ

の
よ
う
な
「
教
育
現
場
で
頑
張
っ
て
い

る
教
職
員
」「
常
に
子
ど
も
や
地
域
と
と

も
に
あ
り
、
自
ら
の
資
質
能
力
の
向
上

に
意
欲
的
に
取
り
組
む
教
職
員
」
を
、

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
１　小学校

鹿児島市立八幡小学校 教 諭 尾 辻 孝 徳

鹿児島市立谷山小学校 教 諭 上 野 久 美

鹿児島市立福平小学校 教 諭 久 木 原 昭 子

日置市立妙円寺小学校 教 諭 林 裕 一 郎

日置市立住吉小学校 教 諭 幸 福 ひ と み

日置市立日新小学校 養 護 教 諭 重 信 久 美 子

いちき串木野市立市来小学校 教 諭 池 之 上 敬 一

枕崎市立枕崎小学校 教 諭 林 智 美

指宿市立開聞小学校 教 諭 城 ヶ 﨑 和 仁

阿久根市立大川小学校 教 諭 中 川 寛 仁

薩摩川内市立平佐西小学校 教 諭 中 山 克 彦

霧島市立国分小学校 養 護 教 諭  村 和 子

霧島市立国分南小学校 専 門 員 今 村 千 尋

霧島市立天降川小学校 教 諭 向 井 智 子

伊佐市立針持小学校 教 諭 上 野 達 也

伊佐市立湯之尾小学校 教 諭 白 尾 裕 志

垂水市立水之上小学校 教 諭 徳 永 寛 隆

西之表市立下西小学校 教 諭 小 野 武 利

喜界町立阿伝小学校 教 諭 竹 下 真 己

与論町立与論小学校 教 諭 湯 地 彰

鹿児島市立紫原中学校 教 諭 寺 田 俊 英

指宿市立南指宿中学校 教 諭 森 能 実

鹿屋市立第一鹿屋中学校 教 諭 松 尾 誉

南種子町立南種子中学校 教 諭 石 原  二 郎

県立錦江湾高等学校 教 諭 樋 之 口 仁

県立鹿児島南高等学校 教 諭 山 崎 愼 次

県立加治木工業高等学校 教 諭 大 保 智

県立串良商業高等学校 教 諭 古 澤 聖 子

県立種子島高等学校 教 諭 山 口 良 人

県立大島高等学校 教 諭 加 藤 寛 一

県立鹿児島聾学校 教 諭 堀 之 内 恵 司

県立武岡台養護学校 教 諭 谷 口 正 治

氏  　　　        名所　　属　　校 職　名

２　中学校
所　　属　　校 職　名

４　特別支援学校

３　高等学校
所　　属　　校 職　名

氏  　　　        名

氏  　　　        名

所　　属　　校 職　名 氏  　　　        名

平成２２年度　鹿児島県優秀教職員表彰　受賞者一覧
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円小学校：野点体験 

価値ある体験活動 

土橋小学校：餅つき体験 

           
 

                       

                                  

今
年
度
も
各
市
町
村
教
育
委
員
会
や
学

校
に
お
い
て
、
様
々
な
行
事
等
が
実
施
さ

れ
、
期
間
中
に
、
県
民
の
２
５･

３
％
に
あ

た
る
約
34
万
５
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

実
施
後
の
学
校
や
教
育
委
員
会
等
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
次
の
よ
う
な

課
題
や
意
見
が
出
ま
し
た
の
で
、
今
後
の

参
考
に
し
て
下
さ
い
。 

○ 

今
後
の
課
題 

・
地
域
住
民
へ
の
事
前
広
報
の
工
夫 

（
地
域
放
送
に
よ
る
呼
び
か
け
、
内
容

や
日
程
の
詳
し
い
案
内
な
ど
） 

・
行
事
の
設
定
の
工
夫 

（
日
程
の
調
整
、
地
域
住
民
と
語
る
会

の
開
催
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

用
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
位
置
づ
け

な
ど
） 

○ 

そ
の
他
（
意
見
等
） 

保
護
者
の
多
く
が
共
働
き
で
あ
る
た

め
、
仕
事
を
休
ん
で
参
観
す
る
こ
と
が

無
理
な
状
況
で
あ
る
。
今
後
は
、
近
隣

の
学
校
と
、
授
業
参
観
日
を
事
前
に
調

整
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

 

      

 

   

                    
 

           

かごしま教育ＮＯＷ ■□■□■■□■■■□■■■  

地域が育む「かごしまの教育」県民週間 
～ 平成２２年度の取組②教育委員会･学校編 ～      総務福利課

 

円小学校：先輩からの話
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高齢者や地域住民との交流 

伝統や文化の継承 

牛根小学校：昔の遊び体験

出水小学校：ふれあい活動 

新城小学校：郷土料理作り

和泊町教育委員会：横断幕 轟小学校：校門前の看板

広 報 活 動 の 工 夫 

粟ヶ窪小学校：竹とんぼ作り
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一

本
校
の
研
究
に
つ
い
て

本
校
は
、
国
見
山
系
が
広
が
る
自
然
豊

か
な
環
境
に
あ
り
、
児
童
数

名
の
小
規

92

模
校
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
明
る
く
素

直
な
反
面
、
人
間
関
係
が
固
定
化
し
が
ち

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
不
足

し
た
り
、
物
事
に
対
し
て
受
動
的
だ
っ
た

り
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
昨
年
度
、
本
研
究
指
定
を
受
け

る
に
当
た
っ
て
、
研
究
主
題
の
主
テ
ー
マ

を
「
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
認
め
合
い
・

つ
な
が
る
仲
間
」
と
設
定
し
、
参
加
・
体

験
的
な
学
習
と
認
め
合
う
学
級
づ
く
り
を

通
し
て
自
分
や
み
ん
な
を
大
切
に
す
る
子

ど
も
の
育
成
を
目
指
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

二

主
な
研
究
の
内
容

研
究
・
実
践
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
３

つ
の
仮
説
を
立
て
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
仮
説
１
】
の
取
組
か
ら

多
く
の
人
と
出
会
い
、
交
流
し
、
こ

れ
ま
で
の
自
分
を
振
り
返
っ
た
り
、
こ

れ
か
ら
の
自
分
の
生
き
方
を
考
え
さ
せ

た
り
す
る
活
動
を
展
開
す
る
な
ら
ば
、

自
他
共
に
大
切
に
す
る
子
ど
も
を
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

具
体
的
に
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

や
生
活
科
の
時
間
に
、
保
育
園
、
長
寿
大

学
（
低
学
年
）
、
鹿
屋
養
護
学
校
（
中
学
年
）
、

星
塚
敬
愛
園
（
高
学
年
）
等
と
の
交
流
学

習
を
通
し
て
、
偏
見
や
差
別
な
ど
の
人
権

に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
よ

に
し
ま
し
た
。
日
頃
見
過
ご
し
が
ち
な
身

近
な
差
別
に
つ
い
て
調
べ
、
確
か
な
知
識

を
得
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
れ

ま
で
の
自
分
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の

生
き
方
を
考
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。

【
仮
説
２
】
の
取
組
か
ら

相
手
の
立
場
に
立
っ
た
見
方
や
考
え

方
を
共
感
的
に
受
け
止
め
る
想
像
力
や

感
受
性
を
養
い
、
一
人
一
人
を
大
切
に

し
た
学
級
づ
く
り
を
し
て
い
く
な
ら
ば
、

お
互
い
を
認
め
合
え
る
仲
間
づ
く
り
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

具
体
的
に
は
、
総
合
単
元
的
な
道
徳
指

導
へ
の
取
組
と
、
特
別
活
動
等
で
の
参
加

型
学
習
に
よ
る
仲
間
づ
く
り
の
活
動
を
中

心
に
実
践
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
特
に
、

仲
間
づ
く
り
の
活
動
で
は
、
人
権
に
つ
い

て
単
な
る
知
的
理
解
に
と
ど
ま
ら
ず
、
子

ど
も
が
主
体
的
に
感
じ
た
り
、
気
付
い
た

り
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
互
い
の
よ
さ
や
違
い
に
気
付
き
、

理
解
し
よ
う
と
す
る
態
度
の
育
成
を
目
指

し
ま
し
た
。

道
徳
の
時
間
の
充
実
や
「
仲
間
づ
く
り
」

を
意
図
し

た
様
々
な

体
験
活
動

を
通
し
て
、

子
ど
も
た

ち
は
徐
々

に
、
お
互

い
の
考
え

方
や
立
場

を
理
解
し
、

協
力
し
認
め
合
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

縦割り班での仲間づくり活動

【
仮
説
３
】
の
取
組
か
ら

各
教
科
に
お
い
て
、
一
人
一
人
を
認

め
合
う
授
業
や
活
動
を
展
開
す
る
な
ら

ば
、
自
他
の
良
さ
に
気
付
き
自
信
を
も

っ
て
生
き
よ
う
と
す
る
子
ど
も
を
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

具
体
的
に
は
、
体
育
の
時
間
に
チ
ー
ム

で
作
戦
を
立
て
た
り
声
を
か
け
た
り
し
な

が
ら
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
を
高
め
、
得
手
・

不
得
手
に
か
か
わ
ら
ず
、
楽
し
く
活
動
で

き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
全
教

科
に
お
い
て
人
権
尊
重
の
視
点
に
立
っ
た

授
業
を
展
開
し
た
り
、
子
ど
も
が
主
体
的

に
考
え
、
学
び
合
う
場
を
設
定
し
た
り
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生

徒
支
援
加
配
を
中
心
に
全
校
態
勢
で
個
別

支
援
に
当
た
り
、
一
人
一
人
を
大
切
に
し

た
授
業
に
努
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
個

に
応
じ
た
支
援
に
よ
り
、
児
童
の
学
習
意

欲
も
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

三

成
果
と
課
題

そ
の
他
、
環
境
づ
く
り
や
地
域
・
家
庭

と
の
連
携
な
ど
、
児
童
の
人
権
感
覚
を
は

ぐ
く
む
た
め
に
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
一
番
の
成
果
は
、
職
員
の
人

権
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と

で
す
。
子
ど
も
間
で
も
お
互
い
の
良
さ
を

認
め
合
い
、
協
力
し
合
う
場
面
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
時
に
は
、
気
持
ち
よ
く
過
ご

せ
ず
に
い
る
子
ど
も
も
見
ら
れ
ま
す
が
、

自
己
肯
定
感
の
育
成
と
人
間
関
係
づ
く
り
、

小
中
連
携
等
の
課
題
も
含
め
て
、
今
後
も

自
他
を
大
切
に
す
る
児
童
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

挑戦！我が校の教育

出会い・ふれあい・認め合い・つながる仲間

自分やみんなを大切にする子どもの育成をめざして

～参加・体験的な学習と認め合う学級づくりを通して～

肝付町立国見小学校 落葉の秋を教児で楽しむ１年生

平成21・22年度文部科学省人権教育研究指定校
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文
化
財
は
、
我
が
国
の
歴
史
・
文
化

等
を
正
し
く
理
解
し
、
私
た
ち
の
地
域

を
深
く
知
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
す
。 

 

本
県
に
は
、
市
町
村
立
の
歴
史
民
俗

資
料
館
等
が
、
数
多
く
設
置
さ
れ
て
お

り
、
そ
こ
で
は
、
地
域
の
人
々
に
郷
土

の
歴
史
や
文
化
財
に
関
す
る
知
識
や
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
昔
の
人
々

が
日
常
生
活
の
中
で
使
用
し
て
い
た
民

具
・
農
具
な
ど
や
、
当
時
の
人
々
の
生

活
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
様
々
な
歴
史

資
料
が
展
示
・
公
開
さ
れ
る
と
と
も
に
、

学
校
教
育
活
動
で
も
広
く
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
文
化
財
か
ら
、
私
た
ち
は
、

歴
史
的
な
事
実
に
つ
い
て
知
る
だ
け
で

な
く
、
先
人
の
暮
ら
し
に
思
い
を
め
ぐ

ら
す
こ
と
で
、
生
活
し
て
い
く
上
で
の

知
恵
や
技
術
、
様
々
な
工
夫
や
努
力
が

あ
っ
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
ね
ら
い
を

果
た
す
た
め
に
、
各
資
料
館
等
で
は
、

古
地
図
や
古
文
書
な
ど
の
歴
史
資
料
の

取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
人
権
意
識
を
持

っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。 

 
 学

校
教
育
に
お
い
て
も
、
人
権
へ
の

配
慮
が
求
め
ら
れ
る
場
面
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
児
童
生
徒
の
作
品

等
を
掲
示
す
る
際
、
一
人
一
人
の
作
品

等
に
は
こ
れ
ま
で
の
生
活
や
思
い
が
た

く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら

の
掲
示
に
つ
い
て
も
配
慮
が
求
め
ら
れ

る
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
思
い
を
反

映
す
る
掲
示
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
自
身

が｢

自
分
の
大
切
さ
と
と
も
に
他
の
人

の
大
切
さ
を
認
め
る
こ
と｣

が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
学

校
・
学
級
の
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

文
化
財
を
通
し
て
、
当
時 

の
生
活
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ 

な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
、
子
ど 

も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
は
ぐ 

く
む
教
育
の
創
造
へ
と
つ
な 

が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

        
                      

                           

 
文
化
財
か
ら
学
ぶ 

文 

化 

財 

課 

人 

権 

同 

和 

教

育

情

報 

 「平成２２年度課題別研究会『部落問題学習及び地域とつながる人権教育」 
 
同和問題をはじめとする様々な人権問題の解決をめざす教育を創造していくために，指導内容・方法

の改善・充実を図る研修の機会とします。また，学校・家庭・地域が共に人権感覚豊かな子どもたちを
育てていくという視点に立ち，その協力や支援，連携を深めていくために，講演や実践発表，研究協議
等を通して人権教育の充実を図ります。 
 
１ 日時：１月２６日(水) 10:00～16:30 

２ 場所：開会行事・第１分散会場 霧島市民会館 （午後からは１～３の分散会になります） 

     第２分散会場 霧島市シビックセンター  

     第３分散会場 霧島市総合福祉センター 

３ 対象：教職員，行政職員，保護者及び地域住民 

４ 内容：講演，特別報告，実践発表１～３，研究協議 

５ 申し込み方法等 

   教職員及び行政職員は各所属を通じて，人権同和教育課へ申し込んでください。保護者及び地域

住民のみなさんは，当日会場にお越しください。入場料は無料です。 

６ その他 

   詳細については，開催要項をホームページに掲載しております。 

   http://www.pref.kagoshima.jp/kyoiku/jinken/jinken/kadaibetukennsyuu.html 

＜申込み及び問合せ先＞ 
〒890-8577  鹿児島市鴨池新町 10 番 1 号  
鹿児島県教育委員会 人権同和教育課 
TEL 099-286-5364  FAX 099-286-5677 E－mail：doukyoka@pref.kagoshima.lg.jp 

再現民家 
（姶良市歴史民俗資料館内）
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児
童
生
徒
の
携
帯
電
話
利
用
の
増
加

に
伴
い
、
「
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で
、

誹
謗
・
中
傷
や
い
や
な
こ
と
を
さ
れ
る
」

い
わ
ゆ
る
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
が
増
加

し
、
平
成
21
年
度
問
題
行
動
等
調
査
で

は
、
本
県
に
お
い
て
も
、
電
子
メ
ー
ル

や
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
サ
イ
ト
（
自
己
紹
介

サ
イ
ト
）
を
使
っ
た
い
じ
め
が
、
37
件

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
こ
で
は
、
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
問

題
の
未
然
防
止
と
発
生
し
た
場
合
の
具

体
的
な
対
応
等
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。 

一 

未
然
防
止
の
た
め
の
具
体
的
指
導 

事
項 

(1) 
 

ネ
ッ
ト
上
は
公
の
場
で
す
。 

情
報
を
発
信
す
る
際
に
、
ル
ー
ル 

や
マ
ナ
ー
を
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

(2) 

公
の
場
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
乱

暴
な
言
葉
は
遣
い
ま
せ
ん
。 

ネ
ッ
ト
で
の
や
り
と
り
で
は
、
微 

妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
伝
わ
り
に
く
い

た
め
、
日
常
会
話
以
上
に
言
葉
遣
い

に
気
を
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

(3) 

個
人
情
報
の
管
理
に
十
分
気
を

付
け
ま
す
。 

顔
写
真
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
住

所
な
ど
の
個
人
情
報
が
第
三
者
に
よ

り
、
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
、
い
じ

め
に
利
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
管
理
に
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

二 

ネ
ッ
ト
い
じ
め
発
生
時
の
対
応 

メ
ー
ル
に
よ
る
い
じ
め
が
発
生
し
た

場
合
は
、
メ
ー
ル
を
保
存
し
、
送
信
元

の
ア
ド
レ
ス
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
い
つ
、
誰
か
ら
、
ど
の
よ
う
な

内
容
の
メ
ー
ル
が
何
通
届
い
た
の
か

を
、
被
害
を
受
け
た
児
童
生
徒
に
確
か

め
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
同
じ
内
容
を
不
特
定
多
数
の

人
に
転
送
す
る
よ
う
求
め
る
チ
ェ
ー
ン

メ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
個
人
を
誹
謗
・

中
傷
す
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合

は
、
転
送
す
る
こ
と
で
、
い
じ
め
の
加

害
者
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
絶

対
に
転
送
し
な
い
こ
と
や
、
ト
ラ
ブ
ル

の
元
に
な
る
こ
と
か
ら
、
チ
ェ
ー
ン
メ

ー
ル
を
送
っ
て
き
た
人
に
対
し
て
、
絶

対
に
返
信
し
な
い
こ
と
を
指
導
し
て
く

だ
さ
い
。 

県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
19
年
度

に
「
家
庭
（
保
管
）
用
ネ
ッ
ト
い
じ
め

対
策
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
を
作
成
し
、
配

布
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
版
と
し
て
配
布
さ
れ
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

http://w
w

w
.j-bee.com

/kagokenpta/ne
tijim

eleaf.pdf 
 

   

１
年
９
か
月
前
、
新
規
採
用
教
職
員

と
し
て
赴
任
し
た
の
は
、
十
島
村
の
悪

石
島
小
学
校
で
し
た
。
十
島
村
が
と
て

も
人
口
の
少
な
い
村
だ
と
い
う
こ
と
は

知
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
生
活

に
少
し
不
安
を
抱
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
ん
な
不
安
を
和
ら
げ
て
く
れ
た
の

は
、
港
で
迎
え
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち

の
明
る
い
笑
顔
と
、
島
民
の
方
々
の
温

か
さ
で
し
た
。
港
で
子
ど
も
た
ち
が
披

露
し
て
く
れ
た
力
強
い
ソ
ー
ラ
ン
節

は
、
今
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
す
。 

 

私
は
、
１
・
２
年
生
の
複
式
学
級
の

担
任
に
な
り
ま
し
た
。
他
県
で
教
員
経

験
は
あ
り
ま
し
た
が
、
複
式
学
級
で
の

授
業
は
想
像
以
上
に
難
し
い
も
の
で
し

た
。
１
年
生
に
指
導
を
す
れ
ば
、
２
年

生
ま
で
が
１
年
生
の
授
業
に
興
味
を
示

し
、
２
年
生
に
指
導
を
す
れ
ば
、
１
年

生
か
ら
質
問
を
さ
れ
る
な
ど
、
「
こ
の

よ
う
な
指
導
で
よ
い
の
か
。
」
と
疑
問

を
も
ち
な
が
ら
毎
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
私
に
、
授
業
に
つ
い

て
基
礎
か
ら
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
先

輩
の
先
生
方
で
し
た
。
研
究
授
業
で
の

指
導
案
検
討
、
授
業
研
究
は
も
ち
ろ
ん
、 

   

普
段
の
授
業
で
も
指
導
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
校
務
分
掌
で
も
、
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
先

輩
方
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
乗
り

越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
の
一
つ
に
、

一
昨
年
の
皆
既
日
食
が
あ
り
ま
す
。
学

校
の
先
生
方
が
取
材
を
受
け
た
り
、
子

ど
も
た
ち
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た

り
す
る
こ
と
も
度
々
あ
り
ま
し
た
。
授

業
と
取
材
と
交
流
会
の
準
備
で
目
の
回

る
よ
う
な
忙
し
さ
で
し
た
が
、
一
生
懸

命
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
す
毎

日
は
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。 

 

残
念
な
が
ら
、
当
日
は
悪
天
候
の
た

め
、
皆
既
日
食
を
観
測
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
私
は
、

漆
黒
の
闇
と
な
っ
た
６
分
30
秒
に
感

動
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
感
動
を

子
ど
も
た
ち
と
分
か
ち
合
え
た
こ
と
を

幸
せ
に
思
い
ま
し
た
。 

 

か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、

島
民
の
方
々
と
過
ご
す
中
で
、
教
職
に

就
い
た
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の

思
い
を
胸
に
刻
み
、
今
後
さ
ら
に
邁
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
問
題
へ
の 

 

具
体
的
な
対
応 

 
 

 
 

 
 
 

義
務
教
育
課 

い
じ
め
の
解
消
を
目
指
し
て

  

「
感
動
を
共
に
」 

十
島
村
立
悪
石
島
小
学
校 

 

教
諭 

 
 

上
奥 

剛 
 

若若いいここだだまま  

http://www.j-bee.com/kagokenpta/netijimeleaf.pdf
http://www.tokara.jp/school/akuseki/
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御

里

窯

跡

は

、
姶

良

市

加

治

木

町

仮

屋

か

り

や

町ま

ち

に

所

在

す

る

朝

鮮

の

技

術

に

よ

っ

て

造

ら

れ

た

1 7
世

紀

前

半

頃

の

窯か

ま

跡

で

す

。

 
 

 
 

 
 

本

窯

跡

は

、

慶

長

・

元

和

期

の

約

1 2
年

間

と

い

う

限

ら

れ

た

期

間

内

に

、
島

津

義

弘

の

御

庭

お

に

わ

窯が

ま

と

し

て

稼

働

か

ど

う

し

ま

し

た

。 

平

成

７

年

度

及

び

1 2
年

度

に

、

加

治

木

町

教

育

委

員

会

が

、
窯

跡

の

内

容

把

握

を

目

的

と

し

た

発

掘

調

査

を

行

い

ま

し

た

。

 

 

発

掘

調

査

で

は

、
窯

本

体

は

確

認

さ

れ

ま

せ

ん

で

し

た

が

、

窯

体

よ

う

た

い

の

破

片

や

窯

道

具

、

焼

き

損

じ

た

陶

器

等

を

廃

棄

し

た

物も

の

原は

ら

が

発

見

さ

れ

ま

し

た

。 
 

出

土

品

の

主

な

器

種

は

、

茶

道

具

の

茶

入

れ

で

す

。
出

土

し

た

茶

入

れ

は

、
高

さ

７

～

８

セ

ン

チ

で

、

製

作

技

法

等

の

特

徴

か

ら

次

の

２

種

類

が

あ

り

ま

す

。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

Ⅰ

類

は

、
器

壁

の

厚

い

付

け

底

技

法

に

よ

っ

て

作

ら

れ

た

粗

野

感

を

も

つ

茶

入

で

、

Ⅱ

類

は

、

水

引

み

ず

ひ

き

轆

轤

ろ

く

ろ

に

よ

る

技

巧

的

な

薄

作

り

の

茶

入

れ

で

す

。 

こ

の

う

ち

、
付

け

底

技

法

で

粗

野

感

の

あ

る

Ⅰ

類

は

、

姶

良

市

宇

都

う

と

窯

、

鹿

児

島

市

堅た

て

野の

窯

で

も

製

作

さ

れ

て

お

り

、
薩

摩

焼

の

茶

入

の

特

徴

の

一

つ

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。 

 
 

御

里

窯

が

稼

働

し

た

、

慶

長

・

元

和

期

は

、

関

ヶ

原

の

戦

い

の

戦

後

処

理

と

し

て

大

名

の

転

封

て

ん

ぷ

う

や

取

り

潰

し

が

盛

ん

に

行

わ

れ

た

時

期

で

し

た

。

 

 

島

津

義

弘

は

、

中

央

の

茶

会

で

人

気

の

あ

っ

た

｢

薩

摩

の

茶

入

｣

を

薩

摩

存

亡

の

外

交

に

係

る

献

上

品

や

贈

答

品

と

し

て

い

た

も

の

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

こ

と

が

、

薩

摩

で

茶

道

が

広

ま

る

契

機

と

な

っ

た

と

も

解

釈

で

き

、

御

里

窯

跡

の

出

土

品

は

、

歴

史

的

に

も

重

要

か

つ

貴

重

で

す

。

 

 

問

合

せ

先

 

姶

良

市

教

育

委

員

会

 

電

 
 

話

 

０

９

９

５

（

６

２

）

２

１

１

１ 

 

県

指

定

有

形

文

化

財

 

 

（

平

成

二

十

二

年

四

月

二

十

三

日

指

定

）

「

御

里

お

さ

と

窯

跡

が

ま

あ

と

出

土

品

し

ゅ

つ

ど

ひ

ん

」 

御 里 窯 跡 の 茶 入  

（ 1 7 世 紀 前 半 頃 ）  

シ リ ー ズ  郷 土 の 文 化 財 69  
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子どもたちにお勧めの本を紹介し

ます。 鹿児島県立図書館提供 
   

小
学
校
低
学
年
に
お
す
す
め
で
す
。 

 
一
人
前
の
ゴ
リ
ラ
に
な
る 

た
め
に
、
最
初
の
試
練
に
挑 

戦
す
る
ウ
ー
ゴ
。
山
を
越
え 

て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
へ
初 

め
て
の
お
つ
か
い
に
出
発
。
道
に
迷
っ
て
涙
が
こ
ぼ
れ
た

と
き
に
助
け
て
く
れ
た
の
は･

･･

。
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ

の
道
中
や
達
成
感
が
、
読
み
手
の
興
味
を
そ
そ
る
一
冊
で

す
。 図

書
名 

ゴ
リ
ラ
の
ウ
ー
ゴ
ひ
と
り
で
お
つ
か
い

礒
み
ゆ
き
・
作 

 

つ
ち
だ
よ
し
は
る
・
絵

 
 

（
ポ
プ
ラ
社
）

   

小
学
校
中
学
年
に
お
す
す
め
で
す
。 

 

好
奇
心
旺
盛
で
わ
ん
ぱ
く
盛 

り
の
四
年
生
。
ま
わ
り
に
い
る 

大
人
や
自
然
が
二
人
を
い
つ
も 

見
つ
め
て
い
る
。
い
っ
ぱ
い
泣 

い
て
、
い
っ
ぱ
い
笑
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
大
き
く
な
れ
ば
い
い

と
。
山
あ
い
の
町
の
日
常
を
少
年
の
視
点
で
描
き
つ
つ
、
様

様
な
も
の
を
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
子
ど

も
た
ち
に
実
感
さ
せ
て
く
れ
る
一
冊
で
す
。 

図
書
名 

ゆ
っ
く
り
大
き
く
な
れ
ば
い
い

最
上
一
平 

作 
 

 

武
田
美
穂 
絵

（
ポ
プ
ラ
社
）

   

小
学
校
高
学
年
に
お
す
す
め
で
す
。 

 

マ
ラ
ソ
ン
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト 

の
シ
ュ
ー
ズ
を
数
多
く
手
が
け 

た
職
人
の
実
話
。
選
手
の
力
を 

最
大
限
に
発
揮
さ
せ
、
勝
た
せ 

て
や
り
た
い
と
い
う
情
熱
は
、
日
々
変
化
す
る
選
手
の
足
の

サ
イ
ズ
や
筋
肉
、
道
の
起
伏
や
堅
さ
、
そ
し
て
心
の
状
態
ま

で
も
把
握
し
、
手
作
業
で
最
高
の
シ
ュ
ー
ズ
を
作
り
ま
す
。

選
手
と
の
歴
史
的
な
思
い
出
も
綴
っ
た
感
動
の
一
冊
で
す
。

図
書
名 

金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
シ
ュ
ー
ズ

大
野
益
弘 

著 

 

（
ポ
プ
ラ
社
）

   

中
学
生
に
お
す
す
め
で
す
。 

 
妖
精
の
女
王
ポ
テ
ィ
ラ
と
、 

内
気
な
少
年
ア
ー
サ
ー
の
冒
険 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小
説
で
す
。
楽 

し
い
話
の
展
開
の
中
に
も
、
環 

境
問
題
、
生
や
若
さ
へ
の
執
着
に
つ
い
て
織
り
込
ま
れ
、
時

間
の
性
質
に
関
す
る
会
話
も
繰
り
広
げ
ら
れ
、
中
学
生
に
と

っ
て
も
興
味
深
い
内
容
で
す
。
ど
ん
ど
ん
読
み
進
め
て
い
け

る
一
冊
で
す
。 

図
書
名 

ポ
テ
ィ
ラ 

妖
精
と
時
間
泥
棒 

コ
ル
ネ
―
リ
ア
・
フ
ン
ケ 

著 

浅
見
昇
吾 

訳

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
出
版
）

 

①期 間  平成２３年１月１１日（火）～平成２３年１月３１日（月） 

②内 容  図書館情報システム更新及び特別整理のため休館します。 

③備 考  システム更新後は，次のようなサービスが提供できるようになります。 

      ・県内 22 市町公共図書館，11 大学附属図書館等の蔵書の検索と相互貸借の申込

      ・利用者向けインターネットパソコン及び商用データベースの利用 

      ・インターネットによる図書予約（平成 23 年 4 月 1日から） 

【県立図書館】 

                            鹿児島市城山町７－１ 

＊ 担当・問い合わせ先  県立図書館奉仕課企画指導係 ℡ 099-224-9514 fax 099-224-5824 

休館のお知らせ 

http://www.pref.kagoshima.jp/kentosho/index.html
http://www.pref.kagoshima.jp/kentosho/index.html
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【県立博物館】 
 

 企画展「植物のビーズ『ジュズダマ』と
くらす」 

 
ジュズダマのなかまの植物をとりあげ，世界で，

日本で，そして鹿児島で種子のビーズを使っても
のを作る人たち，薬や食べ物にする人たちについ
て紹介します。 
１ 期間  １月 16 日（日）まで 
２ 時間  午前９～午後５時 
３ 場所  県立博物館１階企画展示室 

 

企画展「かごしま大カルデラ」 
 
  鹿児島には，加久藤，姶良，阿多，鬼界の４つ
の巨大なカルデラがあります。これらのカルデラ
を造った噴火や噴出物の特徴，私たちの生活との
関わり等について紹介します。 

１ 期間  ２月５日(土)～４月３日(日) 

２ 時間  午前９時～午後５時 

３ 場所  県立博物館１階企画展示室 

＜申込み及び問合せ先＞ 県立博物館 TEL 099-223-6050 
  http://www.pref.kagoshima.jp/hakubutsukan/ 

博物館天文教室 
毎月第２・４日曜日に実施します。 

１ 時間  ①10:30～ ②14:30～ 
２ 場所  宝山ホール４階プラネタリウム 
３ 料金  小・中学生 110 円 

高校生以上 200 円 
４ 内容  

１月 「光る誕生星座かざり」 
２月 「惑星の素顔をさぐる立体模型」 

博物館科学教室 
 
◆「化石レプリカを作ろう」 
 
１ 日時  ２月６日（日）14:00～16:00 
２ 場所  県立博物館３階研修室 
３ 料金  100 円 
 

◆「磨いて作る宝の石」 
 
１ 日時  ２月 20 日（日）14:00～16:00 
２ 場所  県立博物館３階研修室 
３ 料金  100 円 

移動博物館事業 
「博物館がやってきたｉｎ志布志市」 
 
鹿児島の天然記念物や志布志市の自然などの

展示や星空観察会，志布志市の自然に関する講
演会など様々な博物館活動をします。 
 
１ 日時  ２月 24 日(木)～27 日(日) 
２ 場所  志布志市文化会館 

「プラネタリウム冬編」 
 
秋の夜空に見られるオリオン座などの特徴的な

天体を紹介します。また，星物語「星になったケ
ンムン」で冬の星空のロマンを語ります 
 
１ 期間  2 月 27 日（日）まで毎日(約 30 分間)

２ 時間  ①11:00～ ②13:30～ ③15:00～

３ 場所  宝山ホール４階プラネタリウム 

４ 料金  小・中学生  110 円  

高校生校生以上 200 円 

【県立奄美図書館】 

<申込み及び問合せ先> 
 県立奄美図書館 
 TEL：0997-52-0244 FAX：0997-52-9634 
 E-mail：ama-lib@pref.kagoshima.lg.jp 

放送大学鹿児島学習センター・県立奄美図書館共催・かごしま県民大学
中央センター連携講座 「奄美公開特別講義」 
 

１ 日時 1 月 9 日（日）13:30～15:00 

２ 場所 奄美図書館 ４階 研修室 

３ 講演 第１部「身のまわりの不思議」 

      講師 奄美市立金久中学校前校長・ 

放送大学鹿児島学習センター非常勤講師 喜島 義郎氏 

         第２部「地球環境を守る教育～マイクロスケール化学～」 

      講師 放送大学副学長 荻野 博氏 

 

http://www.pref.kagoshima.jp/kentosho/amami/index.html
http://www.pref.kagoshima.jp/hakubutsukan/index.html
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【かごしま県民大学中央センター】 
 

 「かごしま県民大学連携講座」 
 
高度化・多様化する県民の生涯学習ニーズに対応するために，当センターと大学等の高等教育機

関，県及び市町村，民間教育機関，ＮＰＯ法人，自主活動グループ等が連携して，生涯学習の機会
を広く提供するために講座を実施します。 
 
◆ 各講座の詳細 

(1)  講座名：【放送大学との連携講座】「奄美公開特別講義」 

  ① 日時：１月９日（日）13:20～14:45     ② 場所：県立奄美図書館 講義室 

(2) 講座名：【鹿児島国際大学との連携講座】「鹿児島歴史の旅～島津藩の十大ニュース～」 

  ① 日時：１月 29 日（土）12:50～17:00    ② 場所：県民交流センター 県民ホール 

(3)  講座名：【県立青少年研修センターとの連携講座】「春を感じる『うぐいす笛』つくり」 

  ① 日時：２月５日（土） 10:00～12:00   ② 場所：県民交流センター 大研修室２  

(4)  講座名：【鹿児島国際大学との連携講座】音楽発表会（生涯学習講座生） 

  ① 日時：２月 19 日（土）13:00～17:00    ② 場所：県民交流センター 県民ホール 

(5) 講座名：【上野原縄文の森との連携講座】「9,500 年前のムラに生きた人々」 

  ① 日時：２月 26 日（土）13:30～15:00    ② 場所：県民交流センター 中研修室２ 

「アニメシアター」 
県視聴覚ライブラリーが保有する短編アニメ映

像教材を上映することで，映像文化に親しむ機会
を提供するとともに，ライブラリー教材の利用促
進を図ります。 
同内容の映画会を午前と午後に行います。 

１ 日時 「ファミリー映画会」開催日以外の土・

日曜日及び祝祭日 

    ①11:00～ ②14:00～ 

２ 会場 県民交流センター6階 映画シアター 

＜申込み及び問合せ先＞ 
  かごしま県民大学中央センター学習推進係（電話 099-221-6604) 
  http://www.kagoshima-pac.jp/jp/center/info/shogai/index.html 

ファミリー映画会 
「おくりびと」 

 
県視聴覚ライブラリーが保有する長編映画教

材を上映することで，映像文化に親しむ機会を
提供するとともに，ライブラリー教材の利用促
進を図ります。同内容の映画会を午前と午後に
行います。 
１ 日時 １月 22 日（土） 

①11:00～  ②14:00～ 
２ 会場 県民交流センター 6 階 映画シアター 

＜申込み及び問合せ先＞ 
かごしま県民大学中央センター学習情報係（電話 099-221-6606) 
  http://www.kagoshima-pac.jp/jp/center/info/shogai/index.html 

【県立奄美少年自然の家】 

「第８回オープンデー」 
 
スポーツ・レクリエーション，クラフト活動などに親しんでいただくことを目的として，年間

９回施設を開放する事業です。 

今回は，黒糖作りとチャレンジランキングです。 

１ 期日   1 月 22 日(土) 

【午前の部】10:00～12:00 

【午後の部】13:00～15:00 

２ 場所   県立奄美少年自然の家 

※ 事前申込みの必要はありません。 

 

<申込み先･連絡先> 

県立奄美少年自然の家  

℡：0997-53-1032 

http://www.kagoshima-pac.jp/jp/center/info/shogai/index.html
http://www.pref.kagoshima.jp/kikan/amami/index.html
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【県立奄美少年自然の家】 

「奄美“太陽
テ ィ ダ

の
ヌ

子
クヮァ

“チャレンジキャンプ」 
～第３回  耐寒！ウィンターキャンプ～ 

 
春・夏・冬の年３回シリーズのチャレンジキャンプで，その３回目です。アウトドアの達人をめざ

すことを目的として実施する事業です。 
 

 
１ 日 時   1 月 29 日(土)・30 日（日） １泊 2日 

         29 日 10:00 集合, 30 日 16:30 解散 

２ 内 容  【29 日】アイスブレ－キング，テント設営，サトウキビの収穫・搾り，野外炊さん（寄

せ鍋作り等），天体観察，テント泊 

       【30 日】簡単ホットドッグ作り，黒糖・黒糖菓子作り，テーチギ・フクギの草木染め

３ 場 所   県立奄美少年自然の家 

４ 参加料   一人：２５００円（食費，傷害保険料等） 

５ 申込み   各学校に配布してある申込書またはホームページに掲載してある申込書に必要事項を

記入し，1月 22 日までに自然の家へ直接郵送してください。 

       〒８９４－００４３ 奄美市名瀬朝仁字赤崎 1096-2 

        県立奄美少年自然の家 

 

「ハアサキ成人講座」 
～奄美ならではの染め物を楽しもう～ 

 
心の豊かさと学ぶ意欲にあふれる生涯学習社会の実現を目指して，ライフステージに応じた学習活

動ができるようサポートする事業です。 
今回は，フクギ，テーチギ，藍の多色染めテーブルクロスになります。 

 
１ 日時   1 月 15 日(土) 

13:00～13:30 受付 

13:30～16:00 講座 

２ 場所   県立奄美少年自然の家 

※ 1 月 11 日までに，電話で直接申し込んでください。 

  なお，材料代として，1,500 円が必要になります。 

「天体ドーム開放」 

 ～冬の夜空を観察しよう～ 

12 月から３月までの期間，地域の方々に天体ドームを開放し，星空の観察を通して宇宙への興味

を広げてもらうことを目的とした事業です。 

１月は，２回の開放を計画しています。 

１ 期日   1 月 14 日(金) 

1 月 21 日(金) 

第 1 部 18:00～  第２部 19:30～ 

２ 場所   県立奄美少年自然の家 

３ 内容   14 日：木星やオリオン座大星雲を見よう 

      21 日：アンドロメダ大銀河を観察しよう 

※ 事前申込みの必要はありません。 

※ 寒くない服装でお越しください。 

 

<申込み先･連絡先> 

県立奄美少年自然の家  

℡：0997-53-1032 

http://www.pref.kagoshima.jp/kikan/amami/index.html
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【鹿児島県上野原縄文の森】 

第 2９回企画展 
「古代アクセサリーの魅力」 
  

縄文時代から古墳時代にかけての古代人のア

クセサリーに焦点を当て，起源や種類などを紹

介します。県内の出土品をはじめ，佐賀県から

出土したガラス製管玉など，美しい古代の装飾

品を展示します。 
 

１ 日時  好評開催中 

～3月 21 日（月） 

9:00～17:00 

２ 場所  上野原縄文の森 

 展示館 企画展示室 

３ 入場料 小・中学生 150 円,高・大学生 210 円 

大人 300 円（20 名以上は団体割引有り）

 

第 2９回企画展講演会 
１ 日時 1 月 29 日(土) 

13:30～15:00 

２ 場所 上野原縄文の森 展示館多目的ルーム 

３ 講師 熊本大学 文学部 木下 尚子教授 

どんぐりイベント 

｢節分を楽しもう（工作､恵方巻作り､
お菓子まき）｣ 
 
 みんなで豆まきして，鬼を追い払おう！そし

て，恵方巻を食べて，幸せを願います。 

１ 日時 1 月 29 日(土) 

10:00～14:00 

２ 場所 上野原縄文の森 

 体験広場等 

３ 参加費 一人 300 円  

※ 本イベントはボランティア 

グループ｢どんぐり倶楽部｣の主催です。 

<申込み・お問い合わせ先> 

鹿児島県上野原縄文の森 

霧島市国分上野原縄文の森 1番１号 

TEL:0995-48-5701 ，FAX:0995-48-5704 

E-mail: uenohara@jomon-no-mori.jp 

考古学講座 

第５回「縄文から弥生へ」 
 
 縄文時代の終末（晩期）と，弥生時代の始まり

の様相を紹介します。 

１ 日時 2 月 5 日(土) 13:30～15:00 

２ 場所 上野原縄文の森 展示館多目的ルーム

３ 定員 一般 80 名 

４ 資料代 一人 100 円 

 

http://www.jomon-no-mori.jp/
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